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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】二つの血液試料間の輸血前の血液型マッチング
を試験するための分析キットを提供する。
【解決手段】キットが、第一及び第二の血液試料に対応
する少なくとも二つの集成体を含み、各集成体が少なく
とも二つの試験ユニット（１）を含み、各試験ユニット
（１）が：赤血球上に存在する抗原に結合することがで
きる抗体を含有する試薬、及び自由赤血球に対して透過
性でありかつ凝集赤血球に対して不透過性である膜（２
）を含み、第一集成体及び第二集成体の両方のための第
一試験ユニットに含有される抗体が第一血液型に対応し
、第一集成体及び第二集成体の両方のための第二試験ユ
ニットに含有される抗体が第二血液型に対応し、提供者
に対応する第一集成体及び受容者に対応する第二集成体
が、それらの間のいかなる混同も避けるための手段を含
む、分析キット。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二つの血液試料間の輸血前の血液型マッチングを試験するための分析キットであって、
前記キットが、第一及び第二の血液試料に対応する少なくとも二つの集成体（１０１，２
０１）を含み、各集成体が少なくとも二つの試験ユニット（１）を含み、各試験ユニット
（１）が：
　－　赤血球上に存在する抗原に結合することができる抗体を含有する試薬、及び
　－　自由赤血球（６）に対して透過性でありかつ凝集赤血球に対して不透過性である膜
（２，１０２，２０２）
を含み、
　第一集成体（１０１）及び第二集成体（２０１）の両方のための第一試験ユニットに含
有される抗体が第一血液型に対応し、第一集成体（１０１）及び第二集成体（２０１）の
両方のための第二試験ユニットに含有される抗体が第二血液型に対応し、提供者に対応す
る第一集成体（１０１）及び受容者に対応する第二集成体（２０１）が、それらの間のい
かなる混同も避けるための手段を含む、分析キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血液適合性輸血前試験を実施するために血液型のタイプを確認するために使
用される方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＥＰ０５４２６５５及びＦＲ２６７３４７２から、自由赤血球と凝集赤血球を分離する
ためにガラスビーズを利用する凝集に基づいて試験することが知られている。一つの欠点
は、試験が機械的に安定しないことである。別の欠点は、検出機械がすぐに結果を読み取
ることができないことである。いずれにしてもカットオフポイント（ガラスビーズを通過
することができる粒子のサイズ）を明確に規定できない。この方法は、抗体を凝集するこ
とを伴なう試験を実施するために直接使用されることができる。
【０００３】
　しかしながら、もし凝集しない抗体（例えばクームス試験におけるＩｇＧ抗体）が関係
されるなら、赤血球は、まず非結合抗体を除去するためにインキュベーション期間後に洗
浄されなければならない。そのときにのみ、これらの赤血球（感作されているものも感作
されていないものも含む）は、抗グロブリン血清の存在下で試験システム中に導入される
ことができ、その後、凝集が起こりうる。従って、この試験システムの欠点は、抗グロブ
リン試験においてインキュベーション段階及び洗浄段階が同じ反応容器中で起こりえない
ことである。
【０００４】
　また、ＥＰ０７６０１０３から、一種以上の免疫グロブリン結合物質が固定化されてい
るグラフト化膜を使用することが知られている。感作された赤血球は、この透過性固体相
に結合されることができる。抗体（免疫グロブリン）が全く存在しない赤血球は固体相に
結合されず、単にそれを通過することができる。なぜならば固体相は赤血球に対して透過
性であるためである。試験は、凝集赤血球に基づかない。
【０００５】
　他のインビトロ法（例えば、ＷＯ２００８／１４８８９０参照）は、赤血球または赤血
球膜断片またはそれらの抗体が結合される、区別できる（即ち、マーカーを有する）ビー
ズと試料を接触することを含む。しかしながら、分析工程を実施する前に、できるだけ多
い非結合試薬は、バックグラウンドノイズを減少し、従って試験の良好な特異性を得るた
めに除去されるべきである。洗浄条件が極端であると試験の感度を低下することがありう
るだろう。
【０００６】
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　受容者（即ち、輸血される個人）からの血液と適合できない提供者の赤血球（ＲＢＣ）
を使用し、溶血又は赤血球凝集に由来する拒絶反応を引き起こすことによって人的エラー
が輸血に残る。まさに輸血の場所での素早い確認検査を提供する必要性がある。
【０００７】
　輸血医学では、簡単な方法及び装置の必要性がある。輸血の安全性を高めるために、結
果の明瞭で正確な解釈に対する必要性がある。試験を繰り返すことによって再びオリジナ
ルの結果を達成することにおいて優れた適合性試験を提供する必要性がある。機械的応力
下で安定している適合性試験を提供する必要性がある。容易に行なうことができる適合性
試験を提供する必要性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　それゆえ、本発明は、従来技術の欠点を取り除くことができる方法及び装置を提供する
ことを目的とする。
【０００９】
　特に、本発明の一側面は、血液型のタイプを確認し、かつ／又は輸血のエラーを避ける
ことができるように輸血前ベッドサイド試験を実施することを可能にする方法及び装置を
提供することを目的とする。
【００１０】
　本発明のある側面はまた、例えばＩｇＧ（クラスＧの免疫グロブリン）が関係されると
き、洗浄のような工程を省略可能であることによって適合性マッチングのために必要とさ
れる時間を短かくすることを可能にする方法及び装置を提供することを目的とする。
【００１１】
　本発明のある側面はまた、マッチングのために必要な、容易に持ち運ぶことができるか
、又は容易に移動可能であるか、又は携帯可能である装置を提供することによって、まさ
に輸血の場所での血液型試験及び／又は適合性試験（ＰＯＣＴ：ポイント・オブ・ケア試
験）を可能にする方法及び装置を提供することを目的とする。
【００１２】
　また、本発明の目的は、簡単な方法及び装置を提供することである。
【００１３】
　本発明のある側面はまた、裸眼による及び／又は自動的に機械による結果の解釈が明瞭
で正しい方法及び装置を提供することを目的とする。この結果は、明瞭に規定されるカッ
トオフポイントによって得られることができる。
【００１４】
　本発明のある側面はまた、再現可能な適合性試験を提供することを目的とする。
【００１５】
　本発明のある側面はまた、遠心分離、圧力及び／又は振動のような機械的応力下で安定
である適合性試験を提供することを目的とする。機械的応力は、試験を動かすことによっ
て起こりうる。
【００１６】
　本発明のある側面はまた、容易に行なうことができる適合性試験を提供することを目的
とする。これは製造コストを低下する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明は、生体試料に（人工的に又は自然に）存在する分析物を分析（存在を検出）す
るための方法に関し、前記分析物が結合対の第一要素であり、前記結合対が、赤血球上に
存在する抗原、及び赤血球上に存在する前記抗原に結合する抗体からなり、前記方法は以
下の工程を含む：
　－　結合対の第二要素を含有する試薬で生体試料を処理し、試験ユニットにおいて凝集
赤血球を生成すること、
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　－　自由赤血球に対して透過性でありかつ凝集赤血球に対して不透過性である膜を通し
た濾過によって、凝集赤血球をもし形成された時には自由赤血球から分離すること、及び
　－　前記自由赤血球及び／又は前記凝集赤血球を検出し、膜の下流の自由赤血球及び／
又は膜の上流の凝集赤血球の検出によって試料中の分析物の存在を関連付けること。
【００１８】
　有利には、膜の細孔サイズの上限及び下限は、生体試料中の赤血球サイズに依存して（
即ち、赤血球が生じる種に主に依存して）、最適な細孔の大きさを生みだすために組み合
わされることができる。膜のための最も小さい細孔の大きさの限界は、種からの関係され
る自由細胞の直径である：人間のＲＢＣの直径は６～８μｍである。細孔の大きさの範囲
に含まれるものは、関係される自由細胞の直径の二倍である。好ましくは、膜は、６μｍ
～２５μｍの細孔を持つ。
【００１９】
　有利には、膜は、分析物結合材料を含まない。
【００２０】
　好ましくは、膜又はその層は、織られた組織、織られていない組織、トラックエッチド
（ｔｒａｃｋ－ｅｔｃｈｅｄ）膜、及び多孔膜からなる群、又はそれらの組み合わせから
選択される。より好ましくは、膜又はその層はポリアミドを含む（又は本質的にポリアミ
ドからなる）。
【００２１】
　有利には、濾過は、遠心分離、毛管、膜の下流の減圧、膜の上流の過圧、又はそれらの
組み合わせによって促進される。好ましくは、減圧又は過圧の場合には、圧力の差は溶血
を避けるために適応されるべきである。
【００２２】
　有利には、分析される分析物は、赤血球上に存在する血液型抗原、又は血液型抗原に結
合する抗体である。
【００２３】
　好ましくは、自由赤血球又は凝集赤血球は、好ましくはＩＲ吸収測定装置のような光学
的手段によって検出される。代替的には又は光学的検出の組み合わせでは、検出は、視覚
的観察によってなされるか又はチェックされることができる。
【００２４】
　有利には、赤血球又は凝集赤血球の検出は、結合対の第二要素なしの分析（ブランク）
と比較される。
【００２５】
　好ましくは、生体試料は全血を含む。
【００２６】
　有利には、少なくとも二つの分析物は、二つの別個の試験ユニット、即ちＡ血液型抗原
または前記抗原に結合する抗体に対応する第一分析物、及びＢ血液型抗原又は前記抗原に
結合する抗体に対応する第二分析物に対して同時に分析される。
【００２７】
　好ましくは、第三試験ユニットは、Ｒｈ血液型抗原または前記抗原に結合する抗体に対
応する分析物を分析するために使用される。
【００２８】
　本発明の第二側面は、（輸血）適合性マッチングを確認するための方法に関し、そこで
は二つの生体試料の血液型抗原または抗体は本発明の方法によって本質的に同時に試験さ
れ、二つの生体試料は第一個体及び第二個体に対応し、結果は適合性マッチングのために
比較される。
【００２９】
　有利には、第一個体は提供者に対応し、第二個体は受容者に対応している。より好まし
くは、適合性マッチングの確認は、輸血の投与直前にポイント・オブ・ケア（受容者の部
屋）で実施される。
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【００３０】
　好ましくは、結果は、データベースに記憶された予め決められたデータとさらに比較さ
れる。
【００３１】
　本発明の第三側面は、二つの試料間の（輸血）適合性マッチングのための本発明の第二
側面による方法に使用するために好適なキットに関し、前記キットは少なくとも第一試料
のための二つの試験ユニット、及び第二試料のための二つの試験ユニットを含み、各ユニ
ットは：
　－　赤血球上に存在する抗原、または赤血球上に存在する抗原に結合できる抗体を含有
する試薬、及び
　－　自由赤血球に対して透過性でありかつ凝集赤血球に対して不透過性である膜
を含み、
　第一試料及び第二試料の両方のための第一試験ユニットに含有される抗原または抗体は
第一血液型（Ａ）に対応し、第一試料及び第二試料の両方のための第二試験ユニットに含
有される抗原または抗体は第二血液型（Ｂ）に対応する。
【００３２】
　好ましくは、本発明のキットは、膜を通した生体試料の流れを発生するための濾過促進
（遠心分離）手段をさらに含む。
【００３３】
　有利には、試験ユニットは、試薬及び生体試料を受けるための第一空洞、及び濾液を受
けるための第二空洞を含み、第一及び第二空洞は膜によって分離されている。
【００３４】
　有利には、キットは、第二空洞における自由赤血球を検出するため、及び／又は膜上の
凝集赤血球を検出するための光学的手段をさらに含む。より好ましくは、光学的検出は、
試験の信頼性を改良するために膜と第二空洞の両方で実施される。
【００３５】
　有利には、各試料に対応する試験ユニットは集成体に集成され、一つの集成体は提供者
の血液試料に対応し、一つの集成体は受容者の血液試料に対応する。
【００３６】
　好ましくは、各集成体は、例えばポリマー射出成形によって一つの部分で作られる。
【００３７】
　本発明の別の側面は、ＡＢＯ適合性のミスの可能性を低減するための方法に関し、生体
試料における分析物を分析するための方法がＰＯＣＴとして使用され、前記分析物が、赤
血球上に存在する抗原、又は赤血球上に存在する抗原に結合する抗体からなる。好ましく
は、前記方法では、適合性マッチングの追加の確認を可能にする中央検査室のデータベー
スと分析方法の結果を比較するために通信手段が使用される。
　具体的には、本発明は、以下の（１）～（２０）の構成を有する。
（１）二つの血液試料間の輸血前の血液型マッチングを試験するための分析キットであっ
て、前記キットが、第一及び第二の血液試料に対応する少なくとも二つの集成体（１０１
，２０１）を含み、各集成体が少なくとも二つの試験ユニット（１）を含み、各試験ユニ
ット（１）が：
　－　赤血球上に存在する抗原に結合することができる抗体を含有する試薬、及び
　－　自由赤血球（６）に対して透過性でありかつ凝集赤血球に対して不透過性である膜
（２，１０２，２０２）
を含み、
　第一集成体（１０１）及び第二集成体（２０１）の両方のための第一試験ユニットに含
有される抗体が第一血液型に対応し、第一集成体（１０１）及び第二集成体（２０１）の
両方のための第二試験ユニットに含有される抗体が第二血液型に対応する、分析キット。
（２）各集成体の第一試験ユニットに含有される抗体が血液型Ａに対応し、各集成体の第
二試験ユニットに含有される抗体が血液型Ｂに対応する、（１）に記載の分析キット。
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（３）キットの少なくとも二つの集成体の各々が、コントロールユニットとして使用され
る、抗体のない第三試験ユニット（１１０ｒ，２１０ｒ）をさらに含む、（１）又は（２
）に記載の分析キット。
（４）キットの少なくとも二つの集成体の各々が、Ｒｈ式血液型に対応する抗体を含有す
る追加の試験ユニット（１１０ｒ，２１０ｒ）をさらに含む、（１）～（３）のいずれか
に記載の分析キット。
（５）各試験ユニット（１）が、試薬及び生体試料（３）を受けるための第一空洞（９，
１０９ａ，１０９ｂ，２０９ａ，２０９ｂ）、及び濾液（６または８）を受けるための第
二空洞（１０，１１０ａ，１１０ｂ，２１０ａ，２１０ｂ）を含み、第一及び第二空洞が
膜（２，１０２，２０２）によって分離されている、（１）～（４）のいずれかに記載の
分析キット。
（６）各集成体が、血液試料を受けかつ前記血液試料を各集成体の試験ユニットの間で分
配するための手段を含む、（１）～（５）のいずれかに記載の分析キット。
（７）第一血液試料に対応する集成体（１０１）の血液試料を受けるための手段が、血液
バッグから血液試料をとるための手段（１２０）をさらに含み、前記手段が、個体から直
接採取された試料を受けるように適応されていない、（６）に記載の分析キット。
（８）第一血液試料に対応する集成体（１０１）の血液試料を受けるための手段が、血液
試料をとるために血液バッグのプラスチックチューブを刺し通すことができる中空針（１
２０）をさらに含み、前記中空針（１２０）が、個体から血液試料を直接とることができ
ない、（７）に記載の分析キット。
（９）第二血液試料に対応する集成体（２０１）の血液試料を受けるための手段が、注射
器から血液試料を受けるための手段（２２０）をさらに含み、前記手段が、血液バッグま
たは血液バッグチューブ類から試料を直接とるように適応されていない、（６）～（８）
のいずれかに記載の分析キット。
（１０）第二血液試料に対応する集成体（１０１）の血液試料を受けるための手段が、注
射器から血液試料を受けることができる雌型ルアーまたは隔壁をさらに含む、（９）に記
載の分析キット。
（１１）第一集成体（１０１）及び第二集成体（２０１）を支持するために回転支持体（
３００）を含む装置をさらに含み、前記回転支持体（３００）が、遠心分離によって膜（
２）を通した血液試料の流れを使用時に発生するために適している、（１）～（１０）の
いずれかに記載の分析キット。
（１２）装置が、膜上の凝集赤血球（７）または膜の下流（１０）の赤血球（６）のいず
れかの存在を検出するための光学センサーをさらに含む、（１１）に記載の分析キット。
（１３）各集成体が、両集成体の存在をチェックしかつ光学センサーを集成体と整列する
ための光学マーカー（３３５，３３４）を含む、（１２）に記載の分析キット。
（１４）装置が、適合性試験の結果をデータベースに記憶された予め決定された適合性デ
ータと比較するための通信手段をさらに含む、（１１）～（１３）のいずれかに記載の分
析キット。
（１５）生体試料に存在する分析物を分析することによって二つの生体試料間の適合性マ
ッチングを確認するための方法であって、前記分析物が結合対の第一要素であり、前記結
合対が、赤血球上に存在する抗原、及び赤血球上に存在する前記抗原に結合する抗体から
なり、前記結合対が血液型抗原／抗体に対応し、前記方法が以下の工程を含む：
　－　二つの別個の試験ユニット（１）において凝集赤血球を生成するために結合対の第
二要素を含む試薬で生体試料を処理すること、
　－　自由赤血球（６）に対して透過性でありかつ凝集赤血球に対して不透過性である膜
（２）を通した濾過によって、凝集赤血球（７）をもし形成された時には自由赤血球（６
）から分離すること、
　－　前記自由赤血球（６）及び／又は前記凝集赤血球（７）を検出し、前記膜（２）の
下流の自由赤血球（６）及び／又は膜（２）の上流の凝集赤血球（７）の検出によって試
料中の分析物の存在を関連付けること、但し二つの生体試料の血液型抗原または抗体が同
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時に試験され、二つの生体試料が第一個体及び第二個体に対応し、結果が適合性マッチン
グのために比較される。
（１６）自由赤血球（６）及び／又は凝集赤血球（７）が光学的手段によって検出される
、（１５）に記載の方法。
（１７）生体試料が全血を含む、（１５）または（１６）に記載の方法。
（１８）少なくとも二つの分析物が、二つの別個の試験ユニット（１）における両生体試
料に対して、即ち、Ａ血液型抗原または前記抗原に結合する抗体に対応する第一分析物、
及びＢ血液型抗原または前記抗原に結合する抗体に対応する第二分析物に対して同時に分
析される、（１５）～（１７）のいずれかに記載の方法。
（１９）二つの追加の試験ユニット（１）が、二つの生体試料間のＲｈ適合性を確認する
ために使用される、（１５）～（１８）のいずれかに記載の方法。
（２０）結果がさらに、データベースに記憶された予め決められたデータと比較される、
（１５）～（１９）のいずれかに記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】図１は、本発明の一つの好ましい実施形態に従って使用される試験ユニットの試
験前の一例を表わす。
【００３９】
【図２】図２は、本発明の一つの好ましい実施形態に従って使用される試験ユニットの試
験後の一例を表わし、そこでは、自由赤血球が膜を通過している。
【００４０】
【図３】図３は、本発明の一つの好ましい実施形態に従って使用される試験ユニットの試
験後の一例を表わし、そこでは、凝集された赤血球が膜上にある。
【００４１】
【図４】図４は、本発明の一実施形態で使用される装置の一例を表わす。
【００４２】
【図５】図５は、提供者試料を試験するための集成体（第一集成体）の一例を表わす。
【００４３】
【図６】図６は、受容者試料を受けるための集成体（第二集成体）の一例を表わす。
【００４４】
【図７】図７は、第一及び第二集成体を持つ回転支持体の一例を表わす。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　本発明では、「二つの血液試料間の輸血前血液型マッチング」または「輸血前血液適合
性試験」は均等物として考えられるべきである。なぜならば血液型試験は、提供者と受容
者の間の血液型適合性を確認するために実施されるからである。
【００４６】
　本発明の側面は、ＲＢＣ上に存在する抗原（Ａｇ）、またはＲＢＣ上に存在する抗原（
Ａｇ）に結合する抗体（Ａｂ）を分析することに関する。
【００４７】
　本発明の側面は、好ましくは血液型Ａｇ、または血液型Ａｇに結合するＡｂを分析する
ことに関する。本発明の側面は、好ましくは血液型抗原、または血液型抗原に結合する抗
体を分析することに関する。
【００４８】
　実際には、赤血球（即ち、ＲＢＣ）の表面には、膜抗原、特に免疫系によって認識され
ることができる血液型（または系）抗原またはウイルス抗原が自然に又は人工的にある。
赤血球上に存在する血液型抗原は、Ａ抗原、Ｂ抗原、同時に表わされるＡ及びＢ抗原もし
くはＨ抗原を持つＡＢＯ系、Ｄ，Ｅ，ｅ、及びＣもしくはｃ抗原を持つＲｈ系、Ｋもしく
はｋ抗原を持つケル系、ダフィー系（Ｆｙａ，Ｆｙｂ）、キッド系（Ｊｋａ，Ｊｋｂ）、
またはＭＮＳ，ルイス，Ｌｕ，Ｐ１，Ｌｅａ，Ｌｅｂ，Ｃｗ，Ｍ，Ｎ，Ｓ，ｓなどの他の
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系の網羅的でないリストの抗原を意味することを意図される。
【００４９】
　最も臨床的に重要なＡｇ系はＡＢＯ　ＲＢＣ　Ａｇ系であり、それは、人間の個体の大
多数がそれらに対して能動的に免疫を与えられることなくＡｂをそれらのＡｇに対して生
成する点で独特である。従って、個体のＲＢＣはＡ，Ｂ，またはＡとＢの両方のＡｇのい
ずれかを示すことができる。人口の約４０％はこれらのＡｇのいずれも持たず、それゆえ
Ｏまたはゼロとして分類またはグループ化される。Ｏ型の個体の血液中の血漿または血清
はＡ及びＢ型のＡｇに対してＡｂを持つ。しかしながら、ＡＢ型の個体の血液中の血漿ま
たは血清はＡまたはＢ型のＡｇに対してＡｂを示さない。従って、Ａ型の個体の血液中の
血漿または血清はＢ型のＡｇに対してＡｂを持ち、Ｂ型の個体の血液中の血漿または血清
はＡ型のＡｇに対してＡｂを持つ。
【００５０】
　ＡＢＯ　Ａｇ系における不適合性は、強い拒絶反応をもたらし、それは第一個体（例え
ば提供者）を第二個体（例えば受容者）にマッチングさせることによって防止されること
ができる。理想的には、提供者及び受容者は同じ血液型に属するべきである。しかしなが
ら、同一の提供者がいない場合には、受容者の血清または血漿が提供者のＲＢＣに対して
自然のＡｂを持たない限り、代わりの血液型でも好適でありうる。従って、Ｏ型は万能提
供者である。なぜならばそのＲＢＣは、全ての他の型の血液に存在する抗Ａまたは抗Ｂの
Ａｂと反応しないからである。ＡＢ型の個体は全ての血液型から血液を受けることができ
る。なぜならばそれらはそれらのいずれに対してもＡｂを持たないからである。
【００５１】
　個体のＲＢＣはＲｈ（またはＤ）抗原（Ａｇ）（Ｒｈ＜＋＞またはＲｈ陽性）を持つこ
とができるか、またはそれを持たない（Ｒｈ＜－＞またはＲｈ陰性）。ＡＢＯ　Ａｇ系と
違って、抗Ｒｈ（抗Ｄ）Ａｂは、通常Ｒｈ陰性の血液の個体には存在しない。それでもな
お、かかるＡｂは、Ｒｈ陽性血液での輸血からまたはＲｈ陽性胎児での妊娠から生じる免
疫増強後にＲｈ陰性の個体において発現する。提供者と受容者の間のＲｈのマッチングは
、ＡＢＯマッチングに加えて、Ｒｈ陰性の個体におけるＲｈ　Ａｂの発生を防止し、抗Ｒ
ｈ　Ａｂを持つかもしれない個体における拒絶反応を防止するようになされることができ
る。
【００５２】
　Ａ，Ｂ及びＲｈ　Ａｇに加えて、ＲＢＣは様々な他のＡｇを持ってもよく、それらは下
位型として言及されることがある。Ｒｈ　Ａｇ（及び本質的にはほとんどのＡｇ）と同様
に、それらのＡｇに対するＡｂは、通常、人間の血液には存在しないが、先行する輸血ま
たはＡｇを持つ胎児での妊娠によって起こりうる。かかるＡｂは予期せぬものとして言及
される。
【００５３】
　ＲＢＣ抗原に対する幾つかの抗体は、「不完全」と考えられる。なぜならばそれらはＲ
ＢＣを直接凝集することはできず、凝集を容易にするために抗グロブリン（クームス試薬
）の添加を要求するからである。
【００５４】
　試薬はリス培地（Ｌｉｓｓ　ｍｅｄｉｕｍ）及び／又はクームス試薬を含有していても
よい。
【００５５】
　本発明では、試験される生体試料は、出生前の発達段階を含む人間から生じてもよい。
あるいは、試験される生体試料は、複数の抗原分子を有するいかなる動物から生じてもよ
い。動物は、例えば８つの異なる血液型がこれまで識別されている犬であってもよく、３
つの異なる血液型がこれまで識別されている猫であってもよい。
【００５６】
　生体試料は、生理学的に又は病理学的に赤血球又は抗赤血球抗体を含む体液又は組織生
検を意味することを意図される。後者は、ハイブリドーマの上清であることができる。そ
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れゆえ、生体試料として、血液試料、特に全血試料又は血液細胞ペレット試料（又は血液
バッグ）、又は他の血液調製物を挙げることができるが、唾液、汗、涙、母乳、糞便又は
尿もそれらが血液又は抗体を含むときは挙げることができる。血漿又は血清試料を使用す
ることもできる。前記生体試料はまた、体液、組織生検、血液試料、他の血液調製物、血
漿、血清、唾液、汗、涙、母乳、糞便又は尿を含む混合物であることができる。
【００５７】
　赤血球上に存在する抗原（Ａｇ）に結合する抗体（Ａｂ）は、赤血球又は抗赤血球抗体
によって担持される抗原分子に対する抗体を示す。
【００５８】
　本発明によれば、Ａｂは、ＩｇＡ，ＩｇＤ，ＩｇＥ，ＩｇＧ及び／又はＩｇＭ（クラス
Ｍの免疫グロブリン）を示す。
【００５９】
　抗体は、全抗体、又は少なくとも一つの抗原結合部位を含むかもしくはそれからなる抗
体の機能的フラグメント（高頻度可変性部分）を示し、抗原結合部位は、前記抗体が抗原
化合物の少なくとも一つの抗原決定基に結合することを可能にする。抗体フラグメントの
例を挙げると、Ｆａｂ，Ｆａｂ´及びＦ（ａｂ´）２フラグメント、さらにはｓｃＦｖ鎖
（単一鎖可変フラグメント）、ｄｓＦｖ鎖（二重鎖可変フラグメント）などがある。
【００６０】
　試薬によって含有される抗体は、ポリクローナル抗体又はモノクローナル抗体であるこ
とができる。本発明の文脈において使用されることができるモノクローナル抗体又はポリ
クローナル抗体の製造は従来技術下で行なえる。Ａｂは、例えばＩｍｍｕｃｏｒ　ｇａｍ
ｍａ（登録商標）又はｄｉａｍｅｄ（登録商標）で購入されることができる。
【００６１】
　図１～３に示されるように、膜２は自由赤血球６を凝集赤血球７から分離し、膜２は自
由赤血球を透過可能にしているが、凝集赤血球７を透過不可能にしている。
【００６２】
　膜２は、分析物の成分及び／又は試薬の成分と化学的に反応しない。
【００６３】
　本発明の膜２又はその層は、織られた組織、織られていない組織、及びトラックエッチ
ド膜のような多孔性ポリマーフィルム又はそれらの組み合わせからなる群から選択される
ことが有利である。織られた組織は、安価なものにすることによって製造コストを減らす
。織られた組織は明確に定義された細孔を持つ。多孔性ポリマーフィルム及びトラックエ
ッチド膜は、例えば集成工程によって誘発される変形に対してあまり敏感でないという利
点をさらに持つ。
【００６４】
　本発明の膜２は、単一層からなることが好ましい。最終的には、膜は、例えば格子によ
って機械的に支持されることができる。
【００６５】
　有利には、本発明の膜２はポリマー膜であり、ポリマーは、ナイロン、セルロースエス
テルポリマー、ニトロセルロース、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリテトラフル
オロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリエ－テルスルホン、ポリカーボネート、ポリエステル、
及びそれらの組み合わせからなる群から選択されることが好ましい。
【００６６】
　本発明の膜２の細孔は単分散されることが好ましい。明確に定義された細孔を持つこと
によって、単分散された膜は明確に定義された通過カットオフを有利に与え、それによっ
て本発明の方法の信頼性を高める。トラックエッチド膜はかかる単分散細孔を与え、狭い
サイズ分散を持つというさらなる利点を有する。
【００６７】
　本発明の膜は、自由赤血球を透過できるが凝集赤血球を透過できないように選択された
細孔を持つ。それゆえ、膜２の細孔は、約６、約９又は約１１μｍに等しいか又はそれよ
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り大きく、かつ約２５、約２０、約１６、約１４又は約１３μｍに等しいか又はそれより
小さいことが有利である。示された上限及び下限は、生体試料における赤血球サイズに依
存して（即ち、赤血球が生じる種に主に依存して）最適な細孔の大きさを生み出すために
組み合わされることができる。膜のための最も小さい細孔の限界は、種からの関係する自
由細胞の直径であり、人間のＲＢＣの直径は６～８μｍである。細孔の大きさに含まれる
ものは関係する自由細胞の直径の２倍である。もし単一のＩｇＭが関係されるなら、五つ
の部分からなる凝集赤血球は約１６μｍの直径を持つ。実際には、多数のＩｇＭが関係さ
れ、従って直径は１６μｍより大きいだろう。
【００６８】
　好ましくは、膜は、封止リング５（即ち、ワッシャー）によって試験ユニット１の内側
に固定される。好ましくは、封止リングはゴムである。
【００６９】
　あるいは、膜２は試験ユニットの内側に接着又は溶接されることができる。溶接は、熱
、超音波、レーザー又は高周波封止工程によってなされることができる。集成体はまた、
好適な接着剤及び／又は溶剤結合を使用することによって実施されることができる。
【００７０】
　好ましくは、機械的応力は膜の固定時に最小化される。従って、膜の細孔は無傷のまま
である。これは、特に機械的応力に対して敏感な織られた膜又は織られていない膜に対し
て当てはまる。
【００７１】
　有利には、膜２は試験ユニットの内側に水平に固定される。
【００７２】
　好ましくは、膜２は以下の場所に位置される：
　－　試験ユニット１の上部に、
　－　試験ユニット１の上部と試験ユニット１の上部から１／３との間に、
　－　試験ユニット１の上部から０．５ｃｍに、
　－　試験ユニット１の中間と試験ユニット１の上部から１／３との間に
　－　試験ユニット１の中間に、又は
　－　試験ユニット１の中間と試験ユニット１の下部から１／３との間に。
【００７３】
　好ましくは、膜２を通した濾過は、遠心分離、毛細管、試験ユニットの下部における減
圧、試験ユニットの上部の過圧、又はそれらの組み合わせによって促進される。減圧又は
過圧の場合には、圧力の差は、溶血を避けるように適応されるべきである。圧力差は、例
えばピストンによって誘発されることができ、前記ピストンは試験ユニットの上部（過圧
）又は下部（減圧）に位置される。
【００７４】
　試験ユニット１は試験管、試料管、エッペンドルフ管などであることができる。有利に
は、試験ユニット１は、血液と生体適合性のある材料から作られる。ポリプロピレン、ポ
リメチルペンテン又はポリカーボネートから作られた試験ユニットを使用することができ
る。高い耐薬品性を持つポリプロピレン管（０．５ｍｌ，１，５ｍｌ又は２ｍｌ）（おそ
らくスリップ剤、殺生物剤又は可塑剤を含まない）は、固定角ローターで２５０００×ｇ
まで、スイングバケットローターで７００００×ｇまでの遠心分離安定性を持ちうる。
【００７５】
　試験ユニットは、約０．０１ｍｌ～約２．５ｍｌ、好ましくは約０．０２ｍｌ～約１ｍ
ｌ、より好ましくは約０．０４ｍｌ～約０．４ｍｌの最大容積を含むように寸法決定され
ることが好ましい。
【００７６】
　試験ユニット１は、特定の血液源に一致する蓋及び／又は色を持つことができる。型及
び／又はバーコードシステムは、ある試験ユニットがある位置で特定の血液源を持つこと
を可能にすることができるだけである。このパラグラフで記載されている手段は人的エラ
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ーを避けるためのものである。
【００７７】
　好ましくは、試験ユニットは、インキュベーション室を含み、そこで抗体と抗原の間の
結合が実施されることができる。あるいは、ＡｂとＡｇの間の結合は、膜が内側に固定さ
れる試験ユニット以外の試験ユニットで行なうことができる。
【００７８】
　図１に示すように、試験ユニット１は、試薬及び生体試料３を受けるためのインキュベ
ーション室を形成する第一空洞９、及び濾液（６又は８）を受けるための第二空洞１０を
含み、第一及び第二空洞は、膜２によって分離されることが好ましい。
【００７９】
　有利には、インキュベーション室における時間は４０秒～３００秒、好ましくは４０秒
～１２０秒である。
【００８０】
　有利には、インキュベーション室は、（試験される生体試料を除く）全ての試薬を予め
充填される。
【００８１】
　試験ユニットは、試験ユニット１の下部の自由赤血球が人の目によって又は検出機械に
よって明確に見ることができるように構成されることが好ましい。好ましくは、試験ユニ
ット１は透明である。
【００８２】
　有利には、「試験ユニットの下部」は、試験ユニットの実際の内側の下部のわずかに上
の高さを含む。それは、例えば凝集するはずであるがまだ結合していない幾つかの自由Ｒ
ＢＣが膜２を通過するときに誤った肯定的な結果を生じるのを回避する。
【００８３】
　１．５ｍｌのエッペンドルフ管の場合には、検出レベルは、試験ユニットの内側下部か
ら最小３ｍｍまでの高さを持つ。検出レベルに対する管の内側高さの比は約１２である。
【００８４】
　試験ユニット１は、膜２の上部の凝集赤血球７が人の目によって又は検出機械によって
明確に見ることができるように構成されることが好ましい。
【００８５】
　試験ユニット１は、試験ユニットの下部の自由赤血球６、及び膜２の上部の凝集赤血球
３が同時に人の目によって又は検出機械によって見ることができるようにすることがさら
に好ましい。
【００８６】
　「下部（ｂｏｔｔｏｍ）」又は「下（ｂｅｌｏｗ）」は、ここでは濾過が重力によって
生じるかのように理解されるべきである。即ち、「下部」又は「下」は濾過流に対して膜
の下流であり、「上（ａｂｏｖｅ又はｕｐｏｎ）」は濾過流に対して膜の上流である。
【００８７】
　好ましくは、自由赤血球６及び凝集赤血球７の検出は、好ましくは発光ダイオード１５
及び光学センサー１３を含む光学的手段によって実施される。前記光学的検出に使用され
る光波長は、赤外（ＩＲ）、近赤外（ＮＩＲ）、紫外（ＵＶ）又は可視光であることがで
きる。
【００８８】
　有利には、Ａ型及びＢ型の血液型のように別個の試験ユニットにおいて少なくとも二つ
の分析物を同時に分析する方法が使用される。追加の試験ユニットは、Ｒｈ式のように追
加の血液型又は下位型を分析するために有利に使用されることができる。
【００８９】
　さらなる利点として、本発明の方法は、第一個体及び第二個体の生体試料に対して同時
に実施されることが好ましい。これは、輸血手順において提供者／受容者の適合性を試験
するために特に重要である。有利には、適合性試験は、輸血投与直前にポイント・オブ・
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ケアで実施され、血液バック（提供者）の血液と輸血される患者（受容者）の血液との間
の適合性を確認する。実際の輸血直前の提供者血液と患者血液の同時試験は、人的エラー
に対する危険を低下する。
【００９０】
　以下の好ましい実施形態は、ポイント・オブ・ケアでの本発明の使用をさらに簡単にす
る部品のキットを開示し、幾つかの好ましい実施形態は、ミスの危険をさらに低下する。
【００９１】
　特に好ましい実施形態によれば、二つの血液試料の間の輸血前の血液型マッチングを試
験するためのキットは、二つの集成体１０１，２０１を含み、一方の集成体は提供者に対
応し、他方の集成体は受容者に対応し、各集成体は少なくとも二つの血液型を試験するた
めの少なくとも二つの試験ユニットを含み、前記少なくとも二つの試験ユニットは提供者
又は受容者のいずれかから試料を受ける通路に連通し、血液試料は使用時に各集成体にお
いて少なくとも二つの試験ユニットの間で分割される。
【００９２】
　好ましくは、各集成体における少なくとも二つの試験ユニットはＡ及びＢの血液型に対
応し、試験ユニットの上部空洞は対応する血液型抗体を予め充填される。
【００９３】
　有利には、キットの二つの集成体は、コントロールユニットとして使用される、抗体の
ない第三試験ユニットを含む。
【００９４】
　好ましくは、提供者（血液バッグ）又は受容者のいずれかに対応する集成体は、それら
の間のいかなる混同も避けるための手段を含む。
【００９５】
　通常、血液バッグからの試料は、両端を封止されたプラスチック管セクションにある。
それゆえ、提供者と受容者の間の混同を避けるための一般的な手段は、試料を受けるため
の連通通路の端に、提供者に対応する集成体に前記プラスチック管を刺し通すことができ
る中空針を加えることである。針は、試料をとるためにプラスチック管の内側間の連通を
得るために十分に長くあるべきであるが、隔壁によって閉じられる標準的な血液試料から
試料をとることができない程度の短さであるべきである。好ましくは、針は、集成体の一
部として直接成形され、かつ受容者の皮膚を刺し通すことができないプラスチック針であ
り、これにより再び受容者の試料と提供者の試料との間の混同を避ける。
【００９６】
　通常、血液試料は、隔壁によって採取後に閉じられる標準的な血液試料管において受容
者からとられる。受容者試料から取り出すための一般的な手段は、隔壁の使用であり、シ
ステムを操作する人は、試料管隔壁を通って標準的な血液試料管から試料を取り出すため
に注射器を使用し、次いで注射器針を受容者集成体隔壁に導入する。
【００９７】
　有利には、提供者及び受容者集成体は、それらが適合性試験機において順序を変えるこ
とができないようにわずかに異なる形状を持つ。試験機における支持体３００上の突起３
３１，３３２は、かかる特徴を得るために使用されることができ、前記突起は集成体にお
ける異なる切り取りに対応する。
【００９８】
　提供者及び受容者の部分はまた、適合性試験機においてそれらの存在をチェックするた
め、及び結果の光学的読み取りのためのそれらの位置を確認するための光学マーカー３３
５，３３４を含むことが好ましい。
【００９９】
　本発明はまた、提供者と受容者の間の血液型適合性を自動的に分析するための装置を開
示し、前記装置は、第一集成体（１０１）及び第二集成体（２０１）を支持するための回
転支持体（３００）を含み、前記回転支持体（３００）は、遠心分離によって膜（２）を
通した血液試料の流れを使用時に発生するために好適である。
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【０１００】
　好ましくは、装置はさらに、膜上の凝集赤血球（７）の存在、又は膜の下流（１０）の
赤血球（６）の存在を検出するための光学センサーを含む。
【０１０１】
　有利には、各集成体は、両集成体の存在をチェックするため、及び光学センサーを集成
体と整列するための光学マーカー（３３５，３３４）を含む。
【０１０２】
　好ましくは、装置はさらに、適合性試験の結果をデータベースに記憶された予め決定さ
れた適合性データと比較するための通信手段を含む。
【実施例】
【０１０３】
　以下に述べられる実施例は全て室温で実施される。
　この実験で使用される装置は、図４に概略的に表わされる。それは以下のことを含む：
　－　垂直軸２０のまわりに回転し、かつ電気モーター１１によって制御されるローター
１２、但し前記ローターは、各々が１ｃｍ直径及び３．８ｃｍ長さのポリプロピレン管か
ら作られた一つの試験ユニット１を受けることができる六つのピストンを含む；
　－　各管は、１１μｍ細孔の膜２によって下部室１０から分離された約２００μｌの一
つの上部室９から構成される；
　－　膜２は、格子数２１５、６％ナイロン９４％空間、１１μｍの細孔を持つ一個のＭ
ｉｌｌｉｐｏｒｅの４７ｍｍ直径のものからなる。膜２は、ゴム封止リング５によって適
所に維持される；
　－　各管は、ローター１２に位置され、例えばそれらの各々の下部が各回転でＬＥＤ１
７と光学センサー１８（ともにＩＲ領域）の間の通路を遮断する；
　－　遠心分離装置は１分あたり１２００回転の最大値を持つ；
　－　光学濃度は、ＬＥＤ１７及び光学センサー１８によって各試験ユニットの下部で測
定された。結果は、点数（任意単位、比較データに基づく）として与えられた。ベースラ
インは２００－３００であった。
【０１０４】
手順の説明
　第一及び第四試験ユニットにおいて、５０μｌのモノクローナルＡｂ抗Ａ（Ｎｏｖａｃ
ｌｏｎｅ（商標名）マウス・モノクローナル、Ｉｍｍｕｃｏｒ　ＧａｍｍａのためにＤｏ
ｍｉｎｉｏｎ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｓ　ｌｉｍｉｔｅｄによって製造）、及び第一及び
第二個体のそれぞれからの５０μｌの全血を混合した。
【０１０５】
　第二及び第五試験ユニットでは、５０μｌのモノクローナルＡｂ抗Ｂ（Ｎｏｖａｃｌｏ
ｎｅ（商標名）マウス・モノクローナル、Ｉｍｍｕｃｏｒ　ＧａｍｍａのためにＤｏｍｉ
ｎｉｏｎ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｓ　ｌｉｍｉｔｅｄによって製造）、及び第一及び第二
個体のそれぞれからの５０μｌの全血を混合した。
【０１０６】
　第三及び第六試験ユニットは、第一個体及び第二個体のそれぞれからの５０μｌの全血
、及び５０μｌの生理学的漿液（Ｂ　Ｂｒａｕｎからの無菌ＮａＣｌ溶液０．９％）を含
むネガティブコントロールである。
【０１０７】
　六つのユニットがローターに置かれ、１分あたり９００回転で遠心分離された。ロータ
ー直径は約２０ｃｍであった。
【０１０８】
　結果：
実施例１
　正常な血液試料はクエン酸、ＥＤＴＡ又はＳＡＧＭで収集された。
【０１０９】
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　三つの異なるポリプロピレン管において、５０μｌの全血を、抗ＡモノクローナルＡｂ
（抗Ａ　Ｎｏｖａｃｌｏｎｅ（商標名）マウス・モノクローナル、Ｉｍｍｕｃｏｒ　Ｇａ
ｍｍａのためにＤｏｍｉｎｉｏｎ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｓ　ｌｉｍｉｔｅｄによって製
造）、抗ＢモノクローナルＡｂ（抗Ｂ　Ｎｏｖａｃｌｏｎｅ（商標名）マウス・モノクロ
ーナル、Ｉｍｍｕｃｏｒ　ＧａｍｍａのためにＤｏｍｉｎｉｏｎ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ
ｓ　ｌｉｍｉｔｅｄによって製造）、又は無菌ＮａＣｌ溶液０．９％（Ｂ　Ｂｒａｕｎか
らのもの）のいずれかの５０μｌと混合した。インキュベーション時間は６０秒であった
。各混合物は、膜（格子数２１５、６％ナイロン９４％空間、１１μｍの細孔を持つ一個
のＭｉｌｌｉｐｏｒｅの４７ｍｍ直径のもの）の上部に移され、管（１．５ｍｌエッペン
ドルフ）の内側に固定され、１分あたり９００回転で３分間遠心分離された。ゴム封止リ
ングによって、膜は、エッペンドルフユニットの上部から０．５ｃｍに水平に位置される
。
【０１１０】
　光学濃度は、各ユニットの下部においてＩＲ　ＬＥＤ及びＩＲセンサーによって測定さ
れた。
【０１１１】
　結果は点数を与えられた。凝集赤血球が膜上に形成しなかったとき、６００より大きい
点数（最大８００）が観察された。凝集赤血球が実際に膜上に形成したとき、６００より
小さい点数が観察された。ベースラインは２００－３００であった。
【０１１２】
　結果は、研究室のルーチン法、例えばゲル技術（ＤｉａＭｅｄから入手可能）からのも
のと比較され、そこでは１２．５μｌの０．８％ＲＢＣ懸濁液及び５０μｌの抗体の混合
物が（約９０ｇの加速度を持つ）遠心分離によってゲル中に強制的に入れられた。凝集Ｒ
ＢＣはゲルに侵入することができず、ゲルの上にとどまった。凝集されていない細胞はゲ
ルカラムに浸透し、その下部に到達した。小さいサイズの凝集物はゲルカラムに入ったが
、その下部に到達しなかった。
【０１１３】
　血液型に対する両技術からの結果は以下の通りであった：
クエン酸について２６Ａ，９Ｂ及び２２Ｏ、
ＥＤＴＡについて１８Ａ，９Ｂ，２Ｏ及び１ＡＢ、
ＳＡＧＭについて１４Ａ，２６Ｂ及び１４Ｏ。
【０１１４】
実施例２
　病理学的試料がＥＤＴＡに収集された。三つの異なるポリプリピレン管において、５０
μｌの全血を、抗ＡモノクローナルＡｂ（抗Ａ　Ｎｏｖａｃｌｏｎｅ（商標名）マウス・
モノクローナル、Ｉｍｍｕｃｏｒ　ＧａｍｍａのためにＤｏｍｉｎｉｏｎ　ｂｉｏｌｏｇ
ｉｃａｌｓ　ｌｉｍｉｔｅｄによって製造）、抗ＢモノクローナルＡｂ（抗Ｂ　Ｎｏｖａ
ｃｌｏｎｅ（商標名）マウス・モノクローナル、Ｉｍｍｕｃｏｒ　ＧａｍｍａのためにＤ
ｏｍｉｎｉｏｎ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｓ　ｌｉｍｉｔｅｄによって製造）、又は無菌Ｎ
ａＣｌ溶液０．９％（Ｂ　Ｂｒａｕｎからのもの）のいずれかの５０μｌと混合した。イ
ンキュベーション時間は６０秒であった。各混合物は、膜（格子数２１５、６％ナイロン
９４％空間、１１μｍの細孔を持つ一個のＭｉｌｌｉｐｏｒｅの４７ｍｍ直径のもの）の
上部に移され、管の内側に固定され、１分あたり９００回転で３分間遠心分離された。
【０１１５】
　光学濃度は、各ユニットの下部においてＩＲ　ＬＥＤ及びＩＲセンサーによって測定さ
れた。
【０１１６】
　結果は点数を与えられた。凝集赤血球が膜上に形成しなかったとき、６００より大きい
点数（最大８００）が観察された。凝集赤血球が実際に膜上に形成したとき、６００より
小さい点数が観察された。ベースラインは２００－３００であった。
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【０１１７】
　血液型に対する両技術からの結果は以下の通りであった：
鎌状細胞貧血を持つ７人の患者について２Ａ，１Ｂ及び４Ｏ、
１０人の貧血患者（Ｈｂ：５．８－７．７ｇ／ｄＬ；ＨＣＴ：１７．５－２３．９）につ
いて０Ａ，２Ｂ，８Ｏ及び０ＡＢ、
４人の新生児（弱められた抗原発現）について１Ａ，１Ｂ及び２Ｏ、及び
小赤血球病患者（ＭＣＶ：５７-７９ｆｌ）からの２４個の試料について２４個の一致し
た結果。
【０１１８】
　上述の比較データからＡＢＯ型が確認されたことが明らかに導かれることができる。
【０１１９】
実施例３
　１８個の異なる試験ユニットにおいて、大赤血球病患者（ＭＣＶ：１０１-１３５ｆｌ
）の５０μｌの全血を、５０μｌの無菌ＮａＣｌ溶液０．９％（Ｂ　Ｂｒａｕｎからのも
の）と混合した。各混合物は、膜（格子数２１５、６％ナイロン９４％空間、１１μｍの
細孔を持つ一個のＭｉｌｌｉｐｏｒｅの４７ｍｍ直径のもの）の上部に直接移され、管（
１．５ｍｌエッペンドルフ）の内側に固定され、１分あたり９００回転で３分間遠心分離
された。ゴム封止リングによって、膜は、エッペンドルフユニットの上部から０．５ｃｍ
に水平に位置される。
【０１２０】
　ＭＣＶ値がどのようなものであってもＲＢＣが完全に通過した。これは、病理学的試料
に対してであっても膜の選択された細孔の好適性を確認する。
【符号の説明】
【０１２１】
１．試験ユニット
２，１０２，２０２．膜
３．試薬と混合された生物試料
４．膜支持体
５．封止リング
６．自由赤血球を含む液体
７．凝集された赤血球
８．赤血球を本質的に含まない濾液
９，１０９，２０９．第一空洞（上部室）、ａ，ｂの添え字はＡ及びＢの血液型に対応し
、ｒの添え字は参照（またはコントロールユニット）に対応する
１０，１１０，２１０．第二空洞（下部室）、ａ，ｂの添え字はＡ及びＢの血液型に対応
し、ｒの添え字は参照（またはコントロールユニット）に対応する
１１．モーター
１２．ローター
１３．ローター位置を感知するための光学センサー
１４．ローター位置を感知するための位置センサー
１５．ＬＥＤ
１６．位置マーカー
１７．ＩＲ　ＬＥＤ
１８．ＩＲセンサー
１９，３３０．ローター軸
１０１　第一集成体
２０１　第二集成体
３００　回転支持体



(16) JP 2017-227647 A 2017.12.28

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(17) JP 2017-227647 A 2017.12.28

フロントページの続き

(72)発明者  エル　ケンズ，　ハナネ
            ベルギー，　ベ－１０２０　レーケン，　リュ　レペル　ヴレヴェン　１６
Ｆターム(参考) 2G045 AA40  CA25  FB03 
　　　　 　　  4B029 AA07  BB11  BB17  CC01  FA15 



专利名称(译) 用于分析存在于红细胞上的抗体或与红细胞上存在的抗原结合的抗体的方法和装置

公开(公告)号 JP2017227647A 公开(公告)日 2017-12-28

申请号 JP2017164209 申请日 2017-08-29

申请(专利权)人(译) Üniversite电里布尔去布鲁塞尔

[标]发明人 コラッツァフランシス
エルケンズハナネ

发明人 コラッツァ, フランシス
エル ケンズ, ハナネ

IPC分类号 G01N33/80 G01N33/53 C12M1/34

CPC分类号 G01N33/80

FI分类号 G01N33/80 G01N33/53.K C12M1/34.A C12M1/34.F

F-TERM分类号 2G045/AA40 2G045/CA25 2G045/FB03 4B029/AA07 4B029/BB11 4B029/BB17 4B029/CC01 4B029
/FA15

代理人(译) Kazehaya信明
浅野纪子

优先权 2011192236 2011-12-06 EP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

需要解决的问题：提供两种血液样本之间输血前的血型匹配检测分析工
具。 一种试剂盒，包括至少对应于第一和第二血液样品两个组件，每个
组件包括至少两个测试单元（1），每个测试单元（1）：红细胞含有能
够与其上存在的抗原结合的抗体的试剂和游离红细胞（2）对凝集的红细
胞是可渗透的并且包含在第一组装和第二组装的第一测试单元中，对应
于一个血型的第一组装和第二组装的第二测试单元中包含的抗体是第二
个对应于血型的分析试剂盒，对应于供体的第一组件和对应于接受者的
第二组件包括用于避免它们之间任何混淆的装置。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7f8f7c23-f99d-4d7f-8a45-10ae53fe5c4f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/047501102/publication/JP2017227647A?q=JP2017227647A

